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■
秋
の
行
楽
日
和
に
白
老
町
を
満
喫 

～
慰
安
事
業
～ 

 

９
月
28
日
、
会
員
・
家
族
・
従
業
員
を
対
象

と
し
た
慰
安
事
業
を
実
施
。
49
名
が
参
加
し
、

開
業
５
周
年
を
迎
え
た
民
族
共
生
象
徴
空
間

ウ
ポ
ポ
イ
等
へ
行
き
ま
し
た
。 

 

ウ
ポ
ポ
イ
で
は
、
約
２
時
間
の
滞
在
で
し

た
が
、
参
加
者
は
体
験
交
流
ホ
ー
ル
で
の
演

目
や
、
屋
外
で
行
わ
れ
た
コ
タ
ン
で
の
暮
ら

し
紹
介
、
歌
や
踊
り
の
公
演
、
ア
イ
ヌ
民
族
博

物
館
等
を
見
学
。
当
日
は
札
幌
ウ
ポ
ポ
保
存

会
の
公
演
が
11
時
か
ら
開
催
さ
れ
、
白
老
町

内
で
は
神
社
祭
り
も
あ
り
来
場
者
は
多
い
と

の
こ
と
で
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
マ
ザ
ー
ズ
プ
ラ
ス
や
大
漁
番

屋
虎
杖
浜
等
で
買
い
物
。

新
鮮
な
卵
の
購
入
や
、
た

ら
こ
の
詰
め
放
題
な
ど

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
の
最
高
気
温

は
24
度
と
、
風
は
あ
り
ま

し
た
が
９
月
に
し
て
は

暖
か
い
日
で
、
各
地
で

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
実

施
さ
れ
る
行
楽
日
和
で

し
た
。
天
候
も
よ
か
っ
た
た
め
、
昼
食
会
場
の

ウ
エ
ム
ラ
・
ベ
ー
ス
で
は
フ
リ
ー
デ
ッ
キ
ス

ペ
ー
ス
で
白
老
牛
の
３
種
盛
り
の
焼
肉
を
楽

し
み
、
短
い
秋
の
１
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

   

■
第
２
回 

「
わ
ち
ゃ
わ
ち
ゃ
マ
ル
シ
ェ
」を
開
催 

 

９
月
14
日
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
交
流
広

場
と
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
（
北
広
島
駅
西
口
広
場
）

で
、
第
２
回
わ
ち
ゃ
わ
ち
ゃ
マ
ル
シ
ェ
を
開

催
し
ま
し
た
。 

こ
の
催
し
は
、
会
員
事
業
所
を
広
く
観
光

客
や
市
民
に
周
知
し
、
認
知
度
と
地
元
購
買 

 力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
実
験
的
に
行
っ
た

も
の
で
す
。
６
月
の
第
１
回
目
は
、
屋
外
ゲ
ー

ト
パ
ー
ク
会
場
の
み
で
し
た
が
、
ビ
ル
風
が

強
い
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
た
め
今
回
は
、

ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
会
場
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
み

と
し
、
そ
れ
以
外
は
屋
内
の
エ
ル
フ
ィ
ン
パ

ー
ク
会
場
で
出
店
。
焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
、
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
の
ほ

か
、
化
粧
品
や
手
作
り
小
物
の
販
売
、
射
的
な

ど
二
会
場
を
合
わ
せ
て
９
事
業
所
が
参
加
し

ま
し
た
。 

当
日
は
エ
ス
コ
ン
で
試
合
が
行
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
観
戦
者
や
市
民
が
会
場

を
通
行
し
た
も
の
の
、
試
合
開
始
の
午
後
２

時
近
く
に
な
る
と
通
行
人

が
減
り
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ

ー
ク
会
場
は
予
定
ど
お
り

午
後
２
時
で
終
了
。
ま
た
、

ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
会
場
は
、

夜
６
時
ま
で
営
業
す
る
予

定
で
し
た
が
、
思
う
よ
う

に
来
店
者
数
が
伸
び
ず
、

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
会
場

と
同
時
刻
で
終
了
と
し
ま

し
た
。 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、
球
場
へ
向
か
う

観
光
客
等
に
足
を
止
め
て
も
ら
い
、
自
店
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
の
難
し
さ
と
、
集
客
に
は
更

な
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。 

  
 

■
第
40
回
経
済
セ
ミ
ナ
ー 

～
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て 

北
広
島
に
も
注
目
～ 

 

10
月
２
日
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
「
第
40

回
経
済
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
講
師
に
は
、

お
昼
の
情
報
番
組
な
ど
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ

り
、
事
業
創
造
大
学
院
大
学
の
客
員
教
授
で

も
あ
る
伊
藤
聡
子
氏
を
迎
え
、「
地
域
か
ら

日
本
を
変
え
る
！
地
域
を
イ
キ
イ
キ
と
輝
か

せ
る
ヒ
ン
ト
」
と
題
し
て
、
約
１
時
間
半
に

わ
た
り
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

伊
藤
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
広
が
っ

た
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
、
働
き
方
の
変
化
が
地

域
に
も
た
ら
す
新
た
な
可
能
性
や
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
事
業
創
出
の
重
要
性
。
そ
し

て
地
方
か
ら
始
ま
る
好
循
環
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。 

具
体
的
な
事
例
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
の
は
、
佐
賀
県
・
嬉
野
温
泉
の
旅
館
の
取

り
組
み
で
す
。
こ
こ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
宿
泊

客
が
激
減
し
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
旅
館
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
企

業
を
誘
致
。
Ｉ
Ｔ
企
業
な

ど
が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
を
開
設
し
、
業
務
を
行

っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
企

業
に
と
っ
て
は
、
自
然
豊

か
な
環
境
で
集
中
し
て
業

務
に
取
り
組
め
る
だ
け
で

な
く
、
温
泉
や
旅
館
の
食
事
と
い
っ
た
福
利

厚
生
も
充
実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な

働
き
方
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。 

ま
た
北
広
島
市
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
ボ

ー
ル
パ
ー
ク
開
業
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加

や
、
交
通
の
利
便
性
を
活
か
し
た
移
住
促
進

の
可
能
性
を
説
明
。
特
に
自
然
豊
か
な
環
境

で
子
ど
も
を
の
び
の
び
と
育
て
た
い
と
考
え

る
若
年
層
に
よ
る
「
教
育
移
住
」
が
増
加
し

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
豊
か
な
緑
と
住
環

境
が
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出

す
土
壌
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
教
育
移
住

な
ど
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
可
能
性
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
１
６
０
名
を
超

え
る
方
の
参
加
者
が
あ
り
、
今
後
の
北
広
島

市
の
あ
り
方
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 ■
欲
し
い
人
材
に
出
会
う
た
め 

～
採
用
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

に
つ
い
て
学
ぶ
～ 
 

10
月
21
日
、
幹
事
会
開
催
時
に
講
師
例

会
を
行
い
、
フ
ァ
ル
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

取
締
役
の
伊
藤
氏
か
ら
「
採
用
力
ア
ッ
プ
の

た
め
の
情
報
発
信
の
考
え
方
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

人
材
確
保
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
中
、

企
業
と
し
て
ど
の
よ
う
に
魅
力
を
伝
え
る
べ

き
か
な
ど
、
企
業
が
求
め

る
人
材
を
獲
得
す
る
に

は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

考
え
方
や
手
法
を
採
用
活

動
に
取
り
入
れ
る
「
採
用

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

ま
ず
は
求
職
者
が
知
り
た

い
リ
ア
ル
な
情
報
を
発
信

し
、
自
社
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
事
だ
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
講
話
で
、
採
用
に
お
け
る
情
報
発

信
の
在
り
方
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
、
採
用

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
求
職
者
と
の
接
点
を
増
や
し
、
よ
り
多

く
の
人
に
自
社
の
魅
力
を
届
け
て
い
く
必
要

性
を
学
び
ま
し
た
。 

ま
た
、
幹
事
会
で
は
交
流
委
員
会
よ
り
海

外
交
流
事
業
の
予
定
、
経
済
セ
ミ
ナ
ー
委
員

会
か
ら
は
第
40
回
経
済
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

   

■
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
を
彩
る 

～
Ｃ
ｏ
ｓ
ｍ
ｏ
ｓ 

ｉ
ｎ 

コ
ス
モ
ス
～ 

 

９
月
24
日
か
ら
29
日
の
日
程
で
、
小
学
２

年
生
ま
で
を
対
象
に
募
集
し
た
コ
ス
モ
ス
の

ぬ
り
絵
を
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
交
流
広
場
に

展
示
。
29
日
に
表
彰
式
を
行
い
34
名
の
受
賞

者
を
表
彰
し
ま
し
た
。 

今
年
は
例
年
に
比
べ
、
応
募
数
は
２
０
０

点
程
少
な
か
っ
た
も
の
の
個
性
豊
か
な
ぬ
り

絵
８
８
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
画
材

に
よ
っ
て
、
表
現
が
異
な
り
、
色
鉛
筆
や
ク
レ

ヨ
ン
、
絵
の
具
や
紙
粘
土
な
ど
子
ど
も
の
豊

か
な
表
現
で
彩
ら
れ
た
ぬ
り
絵
を
展
示
。
幼

稚
園
や
保
育
園
の
散
歩
や
通
勤
・
通
学
者
、
応

募
し
た
子
ど
も
の
家
族
な
ど
多
く
の
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

29
日
の
表
彰
式
に
は
受
賞
者
31
名
が
参

加
。
保
護
者
や
先
生
が
見
守
る
中
、
市
長
を
は

じ
め
と
し
た
来
賓
か
ら
緊

張
し
た
様
子
で
賞
状
や
景

品
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し

た
。 ５

月
に
輪
厚
川
河
川
敷

に
植
え
た
コ
ス
モ
ス
は
、
今

年
も
青
々
と
し
た
葉
を
伸

ば
し
て
い
ま
し
た
が
、
北
海

道
で
は
真
夏
日
が
観
測
史

上
最
多
を
記
録
す
る
等
暑

い
日
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
開
花
は
か
な

り
ま
ば
ら
な
状
況
で
し
た
。
こ
こ
数
年
、
満
開

に
は
程
遠
い
開
花
状
況
に
や
る
せ
な
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
が
、
応
募
し
て
く
れ
る
子
ど

も
達
の
多
く
の
作
品
に
力
を
も
ら
い
、
来
年

も
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
状
況
を
改
善
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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■
新
会
員
紹
介 

 

【
商
業
部
会
】 

 

○
㈱
ス
カ
イ
オ
ー
ト
カ
ン
パ
ニ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
川 

圭
介 

様 
 
 

輪
厚
６
３
２-

60  

○
一
般
社
団
法
人 

日
本
野
球
の
杜 

 
 
 
 
 
 
 

柴
垣 

資
治 

様 
 

 

美
沢
３-

１-

２-

１
０
３  

○
野
田
食
品
㈲ 

 

銀
座
三
州
屋 

楓 

北
広
島
店 岡

田 

孝 

様 
  

中
央
１-

１-

４  

○
㈱
テ
ト 

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
み
ん
と 

 
 
 
 

山
口 

健
康 

様 
    

西
の
里
北
１-

７-

19 

レ
ニ
ア
ム
ハ
イ
ツ
２
０
３  

○
㈱
ま
ち
づ
く
り
ぬ
ま
た 

沼
田
町
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ 

ト
ナ
リ
エ
北
広
島
店 

    

吉
住 

淳
男 

様 

栄
町
１-

52 

ト
ナ
リ
エ
北
広
島
２
Ｆ 

○
Ｍ
‘
ｓ 

ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス 宮

沢 

知 

様 

虹
ヶ
丘
４-

１-

１ 
 

【
工
業
部
会
】 

 

○
幸
翔
住
設 

 
 
 

野
川 

翔
平 

様 
 
 

大
曲
中
央
３-

16-

１  

○
齊
藤 

昌
人 

様 若
葉
町
２-

１-

４-

４
０
６  

 
 
 
 

 
 

工
業
部
会
（
部
会
長 

木
原 

雅
史
） 

★商工会だよりへの御社ＰＲ掲載、
あるいはパンフレット・チ 

ラシ同封のご希望がありました 

ら、お気軽にお問い合わせくだ 

さい。(会員相互ＰＲ事業) 

商
業
部
会
（
部
会
長 

南 
 

仁
） 

mailto:shokokai@kitahironavi.or.jp
https://www.kitahironavi.or.jp/
mailto:shokokai@kitahironavi.or.jp
https://www.kitahironavi.or.jp/


 

 

■
市
内
企
業
や
ま
ち
づ
く
り
を
見
学 

～
市
内
先
進
企
業
・ 

観
光
資
源
等
研
修
～ 

 

９
月
３
日
に
ホ
ク
リ
ヨ
ウ
と
オ
ル
カ
ビ
レ

ッ
ジ
を
11
名
で
見
学
し
ま
し
た
。 

ホ
ク
リ
ヨ
ウ
は
鶏
卵
の
生
産
・
販
売
・
加
工

卵
（
液
卵
、
温
泉
卵
）
の
製
造
・
販
売
、
自
社

設
計
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
飼
料
に
よ
る
製
品
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
道
内
で
約
50
％
の
鶏
卵
シ

ェ
ア
を
持
ち
、
機
械
で
汚
れ
な
ど
を
洗
浄
、
計

量
、
ひ
び
割
れ
や
血
液
混
入
等
の
卵
を
選
別

し
た
後
、
洗
浄
し
て
も
汚
れ
が
取
れ
な
い
卵

な
ど
は
目
視
で
選
別
す
る
こ
と
で
、
高
い
品

質
を
保
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
コ
ン
テ
ナ
へ

の
積
み
上
げ
も
２
台
の
機
械
が
導
入
さ
れ
、

人
的
負
担
は
各
段
に
減
少
し
た
そ
う
で
す
。

外
国
人
労
働
者
も
多
く
、
以
前
は
中
国
の
方

が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
ベ
ト
ナ
ム

や
モ
ン
ゴ
ル
の
方
も
在
籍
。
中
で
も
モ
ン
ゴ

ル
人
労
働
者
は
ホ
ク
リ
ヨ
ウ
の
工
場
の
中
で

も
北
広
島
の
み
と
の
こ
と
で
し
た
。
物
価
の

優
等
生
と
言
わ
れ
た
卵
も
物
価
高
騰
に
よ
り

値
段
は
上
が
っ
て
お
り
、
最
近
は
本
州
で
の

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
で
、
全
国
的
に
卵

は
足
り
て
い
な
い
状
態
が

続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

オ
ル
カ
ビ
レ
ッ
ジ
は
青

葉
浄
水
場
跡
地
を
大
和
ハ

ウ
ス
工
業
と
キ
タ
ヒ
ロ
開

発
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た

新
興
住
宅
地
で
、
来
年
の

内
に
す
べ
て
の
区
画
の
完

成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
建
売
の
戸
建
て
の

一
部
は
販
売
済
み
で
、
２

階
建
て
賃
貸
用
集
合
住
宅
も
ほ
ぼ
完
成
し
て

い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
の
誘
致
も
決
ま
っ
て
お

り
、
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海
道
内
に
移

転
予
定
の
医
療
大
学
の
教
授
等
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

昼
食
は
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海
道
に

６
月
完
成
の
サ
ニ
ー
テ
ラ
ス
内
に
あ
る
ア
ン

テ
ィ
ー
カ
・
ピ
ッ
チ
ャ
リ
ア
・
ダ
・
ミ
ケ
ー
レ

北
海
道
で
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
を
堪
能
。
試
合
の

な
い
平
日
で
し
た
が
他
に
も
団
体
客
が
あ
り
、

店
内
は
と
て
も
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

 ■
連
携
講
座 

「
ス
ポ
ー
ツ
と
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」 

参
加
者
募
集 

 
 

星
槎
道
都
大
学
と
北
広
島
市
は
、
11
月
19

日
午
後
６
時
か
ら
連
携
講
座
「
経
営
学
部
で

学
ぶ 

ス
ポ
ー
ツ
と
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
を
北
広
島

市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
す
。 

講
座
は
同
大
経
営
学
部
の
天
野
雅
斗
准
教

授
と
薦
田
勇
智
専
任
講
師
が
担
当
。 

天
野
准
教
授
は
、
人
口
知
能(

Ａ
Ｉ)

分
析

に
基
づ
く
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
感
覚
や
経
験

則
に
頼
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
つ
い
て
講

演
し
ま
す
。 

薦
田
講
師
は
、
戦
略
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

重
要
性
な
ど
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
ス
ポ
ー
ツ
の

共
通
点
や
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。 

 
 

大
学
の
講
義
に
関
心
が
あ
る
方
や
ス
ポ
ー

ツ
や
ゲ
ー
ム
に
興
味
が
あ
る
お
子
さ
ん
と
親

子
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。 

参
加
無
料
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
左
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。 

問
合
先
～
北
広
島
市
企
画
課 

電
話 

０
１
１-

３
７
２-

３
３
１
１ 

(

内
線
３
６
０
６) 

    

■
事
業
承
継
個
別
相
談
会
の 

開
催
に
つ
い
て 

 
 

現
在
、
中
小
企
業
の
経
営
者
の
平
均
年
齢

は
年
々
高
齢
化
し
て
お
り
、
後
継
者
不
在
に

よ
る
事
業
承
継
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。 

 

当
商
工
会
で
は
、
北
海
道
事
業
承
継
・
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
事
業
承
継
に

関
す
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

相
談
会
で
は
、
中
小
企
業
診
断
士
や
弁
護

士
な
ど
の
専
門
家
か
ら
無
料
で
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
承
継
計
画
書

作
成
ま
で
支
援
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

次
回
の
相
談
会
は
、
11
月
25
日(

火)

午
後

１
時
よ
り
当
商
工
会
館
で
開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。（
電
話
０
１
１-

３
７
３-

３
３
３
３
） 
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